
大変お世話になっております。国際公共調達情報プラットフォームの事務局です。 

  

国際公共調達情報プラットフォームのメールマガジン第 62 号をお送りします。 

  

--------------------------------------------------------------------- 

■本号の内容 

・「WHO、COVID-19 診断薬の緊急使用リスト(EUL)から事前認証(PQ)への移行に関す

るウェビナーを実施」 

・「WHO、伝統医療に関する史上初のハイレベルサミットを開催」 

・「WHO、G20 の保健大臣会合にてデジタルヘルスに関する新たな世界的イニシアチブ

（GIDH）を発表」 

・「WHO、臨床試験のインフラと能力強化のソリューションに関するアンケートを実施

中」 

・「WHO、科学的証拠に基づく意思決定 (EIDM) ツールのオンラインリポジトリを公

開」 

・「UNDP から、トルクメニスタン向け医療施設用冷蔵庫の見積募集のお知らせ」 

・「IAEA から、ボスニア・ヘルツェゴビナ向け小線源治療装置の提案募集のお知らせ」 

・「IAEA から、ニジェール及びエチオピア向け高線量率小線源治療装置の見積募集のお

知らせ」 

・「世界銀行から、ウズベキスタン向け X 線装置等の医療機器・備品の調達募集のお知

らせ」 

--------------------------------------------------------------------- 

 

はじめに、WHO からの案内をお知らせします。 

 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

■「WHO、COVID-19 診断薬の緊急使用リスト(EUL)から事前認証(PQ)への移行に関す

るウェビナーを実施」 

 

WHO は 8 月 23 日、診断薬メーカー（※IVD：in vitro diagnostic の診断薬メーカー）

向けに COVID-19 診断薬の緊急使用リスト(EUL)から事前認証(PQ)への移行に関する 

ウェビナー形式でのワークショップを実施しました。 

 

ワークショップでは WHO PQ の IVD 部門の評価チームと検査チームより移行プロセス

の説明と、以下 2 点の新たな技術仕様書(TSS：Technical Specifications Series)の紹介



が行われました。 

 

・TSS20 – SARS-CoV-2 核酸の定性検出に使用される体外診断用医療機器 

・TSS21 – SARS-CoV-2 抗原迅速診断検査（業務用および自己検査用） 

 

QA セッションでは、移行期間と PQ 評価の期間、臨床データと分析研究の要件、 

現場検査と製品の変更などが取り上げられました。 

 

詳細は、以下のリンクをご確認ください。 

https://extranet.who.int/pqweb/news/pqt-ivd-webinar-transition-eul-pq-sars-cov-

2-ivds 

 

以下の URL からワークシップの録画を視聴可能です。 

https://who.zoom.us/rec/share/Phx2NzEYxZQTn8HwRucnhs90s3U24K0C67zU_EIz

9ECF8p10HVeRHnCjfKeiqqna.Gt9oMoz1KYmmpvbK 

パスコード: x?5n$rnp 

 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

 

■「WHO、伝統医療に関する史上初のハイレベルサミットを開催」 

 

WHO は 2023 年 8 月 17 日～18 日にかけて、伝統医療グローバルサミット 2023 を 

インドのグジャラート州で開催しました。 

WHO が伝統医療に関するグローバルなハイレベル会議を開催するのは史上初の試みと

なります。 

 

サミットには G20 加盟国を中心とした 88 カ国の保健大臣、科学者、伝統医学従事者、

医療従事者等のメンバーが参加し、関係者が、世界各国（オーストラリア、ボリビア、

ブラジル、カナダ、グアテマラ、ニュージーランドの先住民の事例など）のベストプラ

クティスを発表しました。 

 

WHO は、科学的根拠に基づく伝統医療、補完医療、統合医療（traditional, 

complementary and integrative medicine (TCIM)）の活用を推進しています。 

 

医療のサイロ化という課題に対し、広く民間に広まっている TCIM に科学的根拠とその



根拠に基づく政策を取り入れることで、TCIM をプライマリーヘルスケアや国民皆保険

のもとに収めユニバーサル・ヘルス・カバレッジと持続可能な開発目標に向けた取り組

みを促進することを目指しています。 

 

既に複数の WHO 加盟国において、TCIM による治療は必須医薬品リストや必須医療サ

ービスパッケージの一部となっており、国民健康保険制度の対象にもなっています。 

 

また、当サミットでは、人工知能が伝統医療に関する複雑なデータを調査し、更なる科

学的評価が期待できる医療行為を特定することに貢献する可能性についても言及され

ています。 

 

詳細は以下のリンクをご確認ください。 

https://www.who.int/news/item/19-08-2023-global-partners-commit-to-advance-

evidence-based-traditional--complementary-and-integrative-medicine 

https://www.who.int/news/item/10-08-2023-who-convenes-first-high-level-

global-summit-on-traditional-medicine-to-explore-evidence-base--opportunities-

to-accelerate-health-for-all 

 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

■「WHO、G20 の保健大臣会合にてデジタルヘルスに関する新たな世界的イニシアチ

ブ（GIDH）を発表」 

 

2023 年 8 月 19 日、WHO と G20 議長国のインドは、G20 サミットの保健大臣会合に

てデジタルヘルスに関する新たな世界的イニシアチブ（GIDH： Global Initiative on 

Digital Health）を発表した。 

 

GIDH は 2020～2025 年のデジタルヘルスに関する世界戦略の実施に関わり WHO が、

デジタル医療システムの変革を推進するための世界標準、ベストプラクティス、リソー

スを招集・集約する事務局の役割を担います。 

 

GIDH では以下の成果を上げることを目的としています。 

 

・デジタルヘルス変革のための優先度に基づく投資計画の策定 

・デジタル医療リソースの透明性の向上 

・地域や国を超えた知識の交換と協力の促進 



・各国のデジタルヘルスガバナンスに対する政府のアプローチ支援 

・GIDH 2020-2025 とその次の段階の技術面および財政的支援の強化 

 

医療提供者はガイドラインを遵守し、質の高いケアの提供し、サプライチェーンと労働

力管理の改善による医療システム強化を推進することが求められます。 

 

詳細は以下のリンクをご参照ください。 

https://www.who.int/news/item/19-08-2023-who-launches-a-new-global-

initiative-on-digital-health-at-the-g20-summit-in-india 

 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

■「WHO、臨床試験のインフラと能力強化のソリューションに関するアンケートを実

施中」 

 

WHO は、2022 年 5 月の第 75 回 WHO 総会で採択した総会決議である WHA75.8（健

康介入に関する質の高い証拠を提供し、研究の質を向上と臨床試験を強化する）に基づ

き臨床試験で十分なサービスを受けていない部分集団に対処するベストプラクティス

を開発中です。 

 

この一連の協議と情報収集の取組の一環として、臨床試験のエコシステムを改善するた

めに必要な主な障壁と重点分野についての視点に関するアンケートを実施しています。 

本アンケートはオックスフォード熱帯研究倫理委員会 (OxTREC) が審査・承認を行っ

ており回答者は臨床試験に関連した経験と専門知識を持つことが条件です。 

 

詳細は以下のリンクをご参照ください。 

https://www.who.int/news/item/24-08-2023-WHO-launches-a-global-stakeholder-

survey-on-solutions-for-strengthening-clinical-trial-infrastructure-and-capacity 

 

参考：アンケートのリンク[英語]は以下です。 

（回答期限 9 月 10 日 CEST 午前 0 時、質問項目 16 個、回答時間の目安 10～15 分） 

https://oxford.onlinesurveys.ac.uk/who-clinical-trials-ecosystem-english 

 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

■「WHO、科学的証拠に基づく意思決定 (EIDM) ツールのオンラインリポジトリを公

開」 



 

WHO は、科学的証拠に基づく意思決定 (evidence-informed decision-making (EIDM) ) 

ツールのオンラインリポジトリを公開しました。 

 

当リポジトリはプロセスの計画、管理、監視、評価に関与するパートナー組織のために

開発されエビデンスの使用に関する WHO のツールと WHO が利用する外部ツールを紹

介しています。  

 

臨床 (または実践)、公衆衛生、医療システムの領域にわたるツールを扱っており 

ユーザーはドキュメントの種類、言語、発行日等でフィルタリングして検索・絞り込み

を行いドキュメントへアクセスすることが可能です。 

現在 75 ツールが格納されており、今後も継続的に新たなツールが更新・登録されます。 

 

詳細は以下のリンクをご参照ください。 

https://www.who.int/news/item/24-08-2023-launch-of-the-who-online-repository-

of--evidence-informed-decision-making-(eidm)-tools 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

 

続いて、UNDP からの案内をお知らせします。 

 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

■「UNDP から、トルクメニスタン向け医療施設用冷蔵庫の見積依頼募集のお知らせ」 

 

UNDP は、トルクメニスタン向け医療施設用冷蔵庫の見積を募集しています。 

応募者は急速冷凍・冷蔵機能など要件を見たす冷蔵・冷蔵庫 2 台の見積を指定フォーム

にて作成し提出します。 

 

詳細は以下のリンクをご参照ください： 

https://procurement-notices.undp.org/view_negotiation.cfm?nego_id=10169 

 

〇応募締切 

令和 5 年 9 月 11 日 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

 

続いて、IAEA からの案内をお知らせします。 



 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

■「IAEA から、ボスニア・ヘルツェゴビナ向け小線源治療装置の提案募集のお知らせ」 

 

IAEA は、ボスニア・ヘルツェゴビナ向け小線源治療装置の提案公募を行っています。 

受託者は停電時にステータス表示が可能などの技術要件を満たす小線源治療装置 1 台

と移動式治療台や付属品を納入します。 

 

詳細は以下のリンクをご参照ください： 

https://www.ungm.org/Public/Notice/211264 

 

〇応募締切 

令和 5 年 9 月 15 日 

 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

■「IAEA から、ニジェール及びエチオピア向け高線量率小線源治療装置の見積募集の

お知らせ」 

 

IAEA は、ニジェール及びエチオピア向け高線量率小線源治療装置の見積募集を公開い

たしました。 

受託者は遠隔制御アフターローディング等の技術要件を満たす高線量率小線源治療装

置を国立がん治療センター等に納入します。 

 

詳細は以下のリンクをご参照ください： 

https://www.ungm.org/Public/Notice/211262 

 

〇応募締切 

令和 5 年 9 月 28 日 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

 

最後に、世界銀行からの案内をお知らせします。 

 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

■「世界銀行から、ウズベキスタン向け X 線装置等の医療機器・備品の調達募集のお知

らせ」 



 

世界銀行は、ウズベキスタンにおける「救急医療サービスプロジェクト」に関連して 

定置型 X 線診断装置、移動式 X 線診断システム、PCR 分析装置など 10 ロット 26 種の

医療機器・備品の調達を募集しています。 

 

詳細は以下のリンクをご参照ください： 

https://projects.worldbank.org/en/projects-operations/procurement-

detail/OP00243430 

 

〇応募締切 

令和 5 年 10 月 5 日 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

 

本号は以上となります。 

 

国際公共調達に関するご相談をお待ちしております。相談内容は、事務局より回答を差

し上げることや、内容によりましては、専門家やサポーターからのアドバイスを提供す

る用意がございます。また、ご相談の内容に応じて、秘密保持契約（NDA）を締結する 

準備もございますので、具体的なご相談をぜひお寄せくだされば幸いです。 

 

相談はプラットフォームの専用フォーム（「相談申し込み受付中」のバナーより）から、 

ないしは事務局（ipp@nri.co.jp）まで直接お問い合わせください。 

 

引き続きよろしくお願い申し上げます。 

 

---- 

お問い合わせ先：株式会社野村総合研究所内 国際公共調達プラットフォーム事務局 

Email: ipp@nri.co.jp （窓口担当：小池） 

 

本メールマガジンのバックナンバーは次のサイトよりご確認ください。 

https://ippip.jp/content_7.html 

 

配信停止をご希望される場合は、お手数ですが「配信停止希望」と件名に入力の上、 

事務局（ipp@nri.co.jp）までご連絡をお願い申し上げます。 

 



本事業は「令和 4 年度開始厚生労働省委託事業」に基づいて実施しております。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

このメールには、本来の宛先の方のみに限定された機密情報が含まれている 

場合がございます。お心あたりのない場合は、送信者にご連絡のうえ、 

このメールを削除してくださいますようお願い申し上げます。 

PLEASE READ:This e-mail is confidential and intended for the named recipient only.  

If you are not an intended recipient, please notify the sender and delete this e-mail. 

-------------------------------------------------------------------- 


